
酪農学園大学

研究シーズ集
2020



酪農学園大学

研究シーズ集 2020

　酪農学園大学の研究リソースや研究成

果を産業界等で活用いただくことを目的

に、昨年に引き続き「酪農学園大学　研

究シーズ集」を作成いたしました。

　今後の共同研究・受託研究のテーマ探

しなどにご活用いただければ幸いです。
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 ● 研究の内容・特徴

分分析析

農食環境学群 / 循環農学類 / 農業政策学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

　都府県における乳牛飼養戸数の急減に伴い、国内の生乳生産量は減少した。一方
で、北海道の生産者がその維持に努めたため、生乳不足は回避されている。本研究
では、こうした需給調整を担う北海道における生乳指定団体の意義と役割について分
析した。

井井上上　　誠誠司司 [ Seiji Inoue ]    教授   [  博士（農学）  ]

北北海海道道ににおおけけるる生生乳乳指指定定団団体体制制度度のの意意義義とと役役割割
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 ● 研究室のホームページ

 

・牛乳・乳製品の安定供給に係る課題の解明 　新型コロナウイルスの影響で、学校給食が停止となり、インバウンド消
費が消滅したことから、2020年4月以降、飲用向け生乳の需要が急減し
た。しかし、指定団体がそれを脱脂粉乳・バター、チーズ向け等に配分
したため、生乳の大量廃棄は免れている。基礎的食料である牛乳・乳
製品の安定供給に寄与する指定団体の意義を改めて認識していただ
きたい。

・農協の役割と存在意義の認識
・酪農経営の発展・安定に係る対策の考察
・酪農地帯の農業振興に係る対策の考察
・指定団体以外の集出荷組織が持つ課題の解明

・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

　北海道の指定団体は主に単価の安い乳製品向け生乳を取り扱っているが、この特性が生産過剰時に長所として表
面化し、効力を発揮してきた。つまり、需要が減少傾向にある脱脂粉乳・バター向け出荷を抑制し、反対に需要が増加
傾向にある飲用、チーズ、生クリーム向け出荷を促進することで、過剰防止に努めてきたのである。
　また、乳牛飼養頭数に対し人口が多い都府県は、夏の需要期に生乳不足に直面するが、北海道の指定団体が都府
県への移出を促進することで、その問題は解消されている。反対に冬の不需要期に過剰となった場合、北海道の大規
模乳製品工場に加工を依頼し、生乳の大量廃棄を回避することもできる。
　2018年の制度改変により生産者は指定団体への全量出荷が不要となったが、指定団体は需給調整を行って安定し
た乳価を形成するだけでなく、同じ系統に属する農協の営農サポート事業の利用も可能にしている。ゆえに、その存在
意義は依然としてあると言える。
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 ● 研究の内容・特徴

アアググリリ・・ババイイオオ

農食環境学群 / 循環農学類 / 作物栄養学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

植物は土壌微生物と作用して養分を吸収する。根には土着のアーバスキュラー菌根
菌（AM菌）が共生しているがそのはたらきを評価する方法がこれまでになかった。本研
究は植物の菌根変異体を用いて土着AM菌のはたらきを評価するものである。

小小八八重重　　善善裕裕 [ Yoshihiro Kobae ]    准教授   [  博士（農学）  ]

土土着着菌菌根根菌菌ののははたたららききをを評評価価すするる方方法法のの開開発発
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・土壌微生物の機能性を評価できる 化学肥料の節減や土壌生態系の維持増進をすすめながら作物生産を
行うことの重要性が世界的に関心を集めている。本成果により植物の
最も普遍的な共生微生物である土着のAM菌の機能をはじめて評価す
ることができ、また施肥節減の診断にも応用することができる。

・肥料減肥の可能性を評価できる
・土の健全性を評価できる
・
・
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

土着AM菌のはたらきを評価するにはまず土壌からその胞子を単離し、培養し、それを植物に接種して、接種効果の有
無を評価するしか術はなかったが、この方法では、胞子を作らず、培養困難な大部分のAM菌の評価はできない。本研
究では、AM菌が感染しても養分吸収機能が発現しないミヤコグサ変異体strを用いて、野性株と、変異体のバイオマス
の差から、菌根機能の程度を評価する系を開発した。本学の24の土壌について評価したところ、土着菌の量からでは
評価できない「質的」な機能を評価することに成功した。作物は土壌でかならずAM菌と感染するが、これまでその影響
を評価することはできなかった。本研究の成果は、土着菌のはたらきを評価できる初めてのものである。
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 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

筋トレの動作は，短縮性筋活動と伸張性筋活動に分けられる (図1)．伸張性筋活動を強調することで筋トレ効果が高ま
ると考えられているものの，適切な方法論は確立されていない．
伸張性筋活動を強調した筋トレ法として，伸張性筋活動を高い負荷で行う，伸張性筋活動の時間を延ばす，伸張性筋
活動のみを行うといった方法がある (図2)．
我々は，伸張性筋活動の時間を延ばす筋トレ法の効果を検証し，伸張性筋活動の時間を延ばしても筋肥大効果 (図
3a) や筋力増強効果 (図3b) が高まらないことを明らかにした．
現在は，伸張性筋活動のみの筋トレ法についての研究を進めている．

・運動能力の向上を目的とした筋トレ実践 伸張性筋活動は，短縮性筋活動と比較して負担が少ない，高い筋力
発揮が可能といった，筋トレを実践するうえで非常に大きな利点を有し
ている．そのため伸張性筋活動を強調した筋トレ法は，筋トレ初心者の
導入のための方法としても，鍛錬者の発展的な方法としても有意義で
あると考えられる．伸張性筋活動のみの筋トレ法を確立することで，筋ト
レのパラダイムシフトを起こす可能性がある．

・健康寿命の延伸を目的とした筋トレ実践
・
・
・
・
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ライフサイエンス

農食環境学群 / 循環農学類 / 健康スポーツ科学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

筋力トレーニング (以下，筋トレ) を実施する際は，バーベルやダンベル，自体重など
の負荷を持ち上げる動作 (短縮性筋活動) と，それらを下ろす動作 (伸張性筋活動) を
繰り返すのが一般的である．短縮性筋活動と比較して伸張性筋活動は，筋トレ効果を
高める可能性を秘めている．そこで，私は伸張性筋活動に着目した，より良い筋トレ方
法について探求している．

柴田　啓介 [ Keisuke Shibata ]    助教   [  博士 (教育学)  ]

伸張性筋活動を強調した筋力トレーニング法の構築

 ● 研究の内容・特徴
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 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

・後味が強くコク味を出すことができます ホタテ節の後味の強さやコク味は精巣卵巣の核酸やオリゴ核酸がその
風味の主成分と考えていますが、未解明の部分も多いため今後も研究
を続ける予定です。また、新しい商品であるため用途開発や汎用性の
拡大が必要と考えています。資源量は豊富（数万トン）であるため安定
生産が可能で、需要が増大した場合も対応可能です。

・調味液の「幅や深み」を強化することができます

・用途例
　スープ(特にラーメンスープやソバ出汁)

 　ブイヨン(クラムチャウダーや海鮮スープ)
　和風だし（おでんのつゆ）
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製造技術

ホタテ未低利用部位の有効活用に関する研究
－ 新たな天然調味料「ホタテ節」の開発・実用化 －

農食環境学群 / 食と健康学類 / 食品企画開発研究室

顔写真
 ● 研究の概要

ホタテは北海道で最も漁獲される水産物であるが、貝柱以外は大部分が廃棄されてい
る。本研究ではこれら未低利用部位の有効活用を目的とし、生殖巣（卵巣・精巣）及び
外套膜（ヒモ）を用いた「ホタテ節」の製造技術の開発、および実用化を行った。

阿部　茂 [ Tsutomu Abe ]    教授   [  博士（水産科学）  ]

【ホタテ節の製造方法の確立】
　従来の節類製造では加熱工程はボイル処理、焙乾処理は2～4週間行うが、ホタテ節ではうま味成分の損失と風味に
えぐ味を生じることがわかった。製造方法を検討した結果、スチーム処理へ変更することでうま味成分の保持と風味の
改善に成功した。また、焙乾処理は一回とし、残りの乾燥処理は冷風乾燥機を用いることでマイルドな燻煙臭とともにホ
タテの風味も感じられる製品となった。
【ホタテ節の風味特性】
　完成したホタテ節はカツオ節や鮭節の4倍程度のうま味成分が含まれ（図1）、遊離アミノ酸組成もグリシンやグルタミン
酸が多いなど（図2）、従来の魚節とは異なる濃厚な風味を呈することが明らかとなった。また、節類の中で唯一の卵巣
精巣を原料としているために後味やコクが強く、貝類や白子のお吸い物などの特性に近いことも明らかとなった。
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 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

エゾシカは天然林・牧草地･畑への食害や車･列車との衝突事故の増加等様々被害をもたらしている。特有の獣臭があ
ること等の理由から加工用途が少なく、幅広い加工技術の開発が求められている。一方、家畜はと畜工程を経て部分
肉や精肉となるが、血液や内臓等の畜産副生物が生じる。欧州ではこれらはソーセージやテリーヌ等の材料に利用さ
れているが、日本では食習慣が異なるため利用度は低い。本研究では主原料に含まれる食肉タンパク質に着眼し、醤
油醸造技術を活用して発酵調味料に変換し、再利用する試みである（図1）。エゾシカ醤油では発酵法の選択によりうま
味が強いタイプは麹のみ添加が、うま味は弱めで酸味が強いタイプは、麹と乳酸菌添加が、うま味の他にクセを増すタ
イプは麹、乳酸菌及び酵母の添加が効果的であった（図2）。また、ブタ腎臓醤油は主原料に強く感じられるアンモニア
臭が製品では感じられず、まろやかな風味であった（図3）。

・食肉整形時の端材 本法は発酵方法（麹の形状や種類、乳酸菌及び酵母添加）の選択によ
り製造業者の意図する多様な製品を得られる特徴がある。また、ブタの
腎臓のような原料処理時に手間のかかる尿管除去も必要でなく、比較
的安価で容易に製造可能である。さらに、本技術は低利用水産資源や
食品ロスにも幅広く応用可能であり、環境負荷の軽減にも貢献できる手
法である。

・主原料や副原料の混合物
・練製品製造ロス
・卵焼き製造ロス
・水産加工残滓
・
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製造技術

野生鳥獣肉と畜産副生物の有効活用を目的とした肉醤の開発
－ 特にエゾシカ肉とブタ腎臓の利用について －

農食環境学群 / 食と健康学類 / 肉製品製造学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

本研究ではエゾシカ肉とブタ腎臓の有効活用を目的として醤油醸造技術を利用して
発酵調味料（肉醤）を製造した。その結果、発酵法の選択によって肉醤の品質制御や
主原料の素材にかかわらず異臭のない良好な風味の製品の創出が可能であることが
明らかとなった。

舩津　保浩 [ Yasuhiro Funatsu ]    教授   [  博士（水産学）  ]

 ● 研究の内容・特徴

 ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント ● アピールポイント
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 ● 研究の内容・特徴

社会貢献

地域と大学が連携した地域づくり
－ 産学官連携による地域活性化 －

農食環境学群 / 食と健康学類 / マーケティング研究室

顔写真
 ● 研究の概要

本研究は、産学官連携による地域活性化を目指すものです。地域活性化を実現する
ためには、地域特性を活かした産学官連携がその解決手段になります。本研究は、産
学官連携により、北海道の地域資源を活用した製品開発と地域活性化を目指す実践
的試みです。

長村　知幸 [ Tomoyuki Osamura ]    講師   [  博士（商学）  ]
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・飲食店とのコラボによる新メニュー開発 当研究室では、北海道の地域資源を活用した地域活性化や商品開発
プロジェクトを行っています。地域課題の発見・解決、地域活性化を目
指した実践型アクティブラーニングを実施していることから、地域社会
（産業界）のニーズを踏まえた共同開発や新規事業創造に関心を持つ
自治体や企業、飲食店などとの連携を希望します。

・企業とのコラボによる新商品開発
・地域との協働による実践的キャリア教育
・自治体との連携による新規事業創造
・
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

本研究は、北海道の地域資源を活用した地域活性化を産学官連携により目指すものです。多くの地域産業は競争力
を失い、少子高齢化や地方の活力低下が顕著になる中で地域活性化は大きな課題になっています。産学官連携の目
的は、地域課題の解決と、地域資源を活かした新しい価値を生み出すことにあります。近年、大学生と地域が協働して
地域課題に取り組むPBL（問題解決型学習）が盛んになっており、大学の地元貢献がこれまで以上に求められるように
なっています。当研究室では、大学の社会人基礎力の向上と地域課題の解決を目的として、様々なプロジェクトを実施
しています。本研究では、北海道の地域活性化を目指して、地域課題の解決に向けたアクション・リサーチの一環とし
て、地域連携活動を通じて学生の実践力を高めることを目的としており、学生主体の地域活性化プロジェクトを遂行す
る中で、プロジェクトが有効に機能するための要件を見出すものです。
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 ● 研究の内容・特徴

環環境境

農食環境学群 / 環境共生学類 / 生物多様性保全研究室

顔写真
 ● 研究の概要

近年、札幌や北海道内の地方都市の中にエゾシカが頻繁に出没するようになり、地域
社会との軋轢が増加している。本研究では稚内市や浜中町において日常的に住宅街
を利用するシカの行動や、出没要因を把握し、人と野生動物の共存のあり方について
考察している。

立立木木　　靖靖之之 [ Yasuyuki Tachiki ]    准教授   [  博士（農学）  ]

市市街街地地にに進進入入すするるエエゾゾシシカカのの行行動動やや要要因因にに関関すするる研研究究

Copyright©2020 Rakuno Gakuen University All rights reserved. Last updated ： 2020年8月6日

 ● 本研究に関連する知的財産

発明の名称 ： 
特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

・浜中町におけるエゾシカの保護管理に向けた ・市街地に出没するエゾシカの管理
・地域ぐるみの対策
・人と野生動物の共存

  基礎情報の収集
・霧多布湿原の湿原植生保全のための評価
・稚内ノシャップ岬地域におけるエゾシカの
　生息状況把握
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

全国的に市街地に出没する野生動物は大きな問題となっているが、この要因を詳細に検討した事例は少ない。筆者は
前職で札幌市に出没するエゾシカの対応業務を長く担当しており、市街地における対応の難しさや人口密集地ならで
はの課題を目の当たりにした。筆者は人と野生動物の軋轢には、人間側と野生動物側の両者にその要因があるという
立場である。そのため、本研究では調査対象周辺地域のエゾシカの生息密度、GPS首輪による行動解析、市街地に進
入したエゾシカの行動や採餌状況といった自然科学的な調査だけではなく、地域住民がこの状況をどのように感じてい
るか、なぜ市民がこの状況を容認しているかといった社会科学的なアプローチも行って本問題の要因を考察することが
大きな特徴である。
本研究によって得られた知見は将来的に全国の市街地で発生する可能性があるアーバンワイルドライフ問題の解決
と、人と野生動物の共存に資する成果となると考える。
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 ● 研究の内容・特徴

環環境境

両両生生類類をを中中心心ととししたた生生物物多多様様性性保保全全にに関関すするる研研究究
－－  動動物物行行動動学学のの視視点点かからら  －－

農食環境学群 / 環境共生学類 / 生物資源保全学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

北海道をはじめ日本列島は大小の島々から成り立っており、そのため固有種が多いと
いう特徴がある。特に両生類に関しては、世界的に見ても興味深い行動や生態を持っ
ているものが多い。本研究では、両生類の行動や生態を明らかにすることで生物多様
性を保全する。また、外来両生類の防除に関する研究も進める。

原原村村　　隆隆司司 [ Takashi Haramura ]    准教授   [  博士（理学）  ]

Copyright©2020 Rakuno Gakuen University All rights reserved. Last updated ： 2020年8月6日

 ● 本研究に関連する知的財産

発明の名称 ： 
特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

・外来種の生態系被害に関する評価 両生類は我々にとって身近な動物であるため、地球環境保全等の啓
蒙活動を行ううえでも理想的な動物である。本研究は、多くの人々に生
物多様性の大切さや外来種問題を考えてもらううえでも重要な研究で
ある。

・固有種の保全環境の把握
・
・
・
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

小さい頃、誰もが動物を観察してきた経験を持っているように、動物の行動や生態を知ることは純粋に楽しい。特に北
海道という寒さが厳しい環境や、沖縄のような亜熱帯気候の動物達がどのように行動や生態を進化させてきたのかを解
明することは、地域の固有種を保全する手法を提唱できる。また同時に、北海道と沖縄は深刻な外来種問題にも直面
している。
本研究では、私の専門とする動物行動学の視点から、北海道ではエゾサンショウウオといった固有種の生態解明やア
ズマヒキガエルの外来種問題、沖縄では世界的にも問題となっているオオヒキガエルの防除に関する研究に取り組ん
でいる。
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 ● 研究の内容・特徴

社社会会貢貢献献

圃圃場場ににおおけけるるエエゾゾシシカカのの出出没没とと人人間間活活動動のの影影響響
－－  電電気気ささくくのの有有用用性性をを改改めめてて知知るる  －－

農食環境学群 / 環境共生学類 / 野生鳥獣管理学研究室

顔写真
 ● 研究の概要

　エゾシカの農作物被害は日本全国で問題となっており、北海道では牧草の被害が
深刻となっている。本研究は、圃場に出没するエゾシカに対して追い払いを行うことに
よる被害対策を実施し、その労力を計る。その結果、獣害に対して有用性のある電気
さくとの労力比較を行うことにより、電気さくの普及啓発に繋がる情報を得ることを目的
とする。

伊伊藤藤　　哲哲治治 [ Tetsuji　Itoh ]    講師   [  博士（生物資源科学）  ]

Copyright©2020 Rakuno Gakuen University All rights reserved. Last updated ： 2020年8月6日

 ● 本研究に関連する知的財産

発明の名称 ： 
特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

・電気さくの有用性 　野生動物の作物被害も問題となっているが、昨今では都市部への出
没も大きな問題と化している。被害が出る前に、事前に被害が出ないよ
うにする・被害の基を除外する。そのような獣害対策が必要にも関わら
ず、有効な対策が進んでいない。本研究は、被害が出る前の事前対策
の有用性を普及啓発する研究になればと考える。

・圃場に出没する野生動物への人の影響
・
・
・
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

　本学内の圃場に出没するエゾシカの出没状況を、ライトセンサス調査および自動撮影カメラにより把握する。その後、
人による追い払い活動を継続的に行う。エゾシカが出没しなくなるまでの、追い払いを行う労力を記録し、評価すること
により被害を防ぐことができるまでの労力を計測する。また、エゾシカの行動変化を出没頻度の変化から読み取り、野生
動物への人の影響を明らかにする。追い払い後、その効果の継続性もライトセンサス調査および自動撮影カメラ調査に
より明らかにする。
　近世代に実施されていた追い払いという、ひと昔まえの被害対策の労力を具体的に数値化することにより、現在、野
生動物の被害対策に有効な手段として挙げられる電気さくの有用性を示していきたい。
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 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

これまでに実施してきたエゾシカの内臓の病理学的調査から、エゾシカは肝蛭症の罹患率が非常に高く、中でも、胆管
上皮に病的な変化が起きていることを明らかにしました（Journal of Veterinary Medical Science, 82: 135-138. 2020）。
肝蛭とは反芻動物の肝臓に寄生する寄生虫であり、人にも同様に感染します。今後は、こうした胆管上皮の変化が、ど
のようなメカニズムで起きているのかを明らかにしたいと考えております。これは、人における肝蛭症はもとより、胆石症
や胆管癌の病態メカニズム解明にもつながる重要な研究課題と考えております。また、本研究はげっ歯類などのモデ
ル動物ではなく、食肉利用されるエゾシカの臓器を利用するため、動物福祉の面からも望ましい研究であると考えられ
ます。

・エゾシカの疾病罹患状況と病態の解明 当方では、これまでに多数のエゾシカの病理学的調査を実施し、肝蛭
症を始めとする様々な疾患の病態解析を実施してきた経験があります。
エゾシカを取り巻く様々な事象の研究において、その健康状態・疾病
解析の面からのサポートが可能です。また、他の動物種においても積
極的な病態解析を実施しています。共同研究のお誘いをお待ちしてお
ります。

・安心・安全な食資源としてのエゾシカの活用
・病態解析モデルとしてのエゾシカの有効活用

・人や他の動物種における病態解明への応用
・
・
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 ● 本研究に関連する知的財産

発明の名称 ： 
特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

ライフサイエンス

エゾシカの疾患に関する病理学的研究
－ 肝蛭症を利用した胆管病変のメカニズム解析 －

獣医学群 / 獣医学類 / 獣医病理学ユニット

顔写真
 ● 研究の概要

エゾシカがどのような疾患に罹患しているのかを明らかにし、さらに、その病態につい
て病理学的に解析しています。これにより、エゾシカだけでなく、人や他の動物種での
類似疾患にも応用可能な、普遍的な病態メカニズムの解明を目指しています。

松田　一哉 [ Kazuya Matsuda ]    教授   [  博士（獣医学）  ]

 ● 研究の内容・特徴
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 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

牛に対する外科処置は、疾病治療行為のための手術だけでなく、生産性を高めるための去勢や飼養管理の安全性確
保のための除角、牛跛行の主要な原因である蹄病処置など、様々な目的を持つ。昨今の動物福祉の観点から、外科
処置は動物の苦痛を最小限に抑えることが求められる。しかし、処置中および処置後の疼痛と生産性については不明
な点が多い。本研究は、牛の外科処置方法と処置後の経時的観察により、最低限の手術侵襲と生産性を評価すること
を目的とする。また跛行は乳牛の三大疾病として、跛行コントロールは動物福祉の観点からも重要である。跛行は治療
だけでなく発生予防も同時に行う必要があり我々は並行して研究を進めている。酪農学園大学は、牛外科処置の研究
を進められる日本で数少ない研究機関である。本研究は、牛の臨床現場へもアウトプットできる研究デザインで行って
いる。

・牛の外科処置 開腹手術だけでなく、除角、去勢、蹄病処置など様々な牛における外
科処置技術が提供可能である。外科処置の侵襲評価には、各種炎症
パラメーターの測定が必要である。そのため、血液検査や組織検査な
どを行える検査機関との共同研究が理想的である。

・臨床現場におけるサンプリング収集
・
・
・
・
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 ● 本研究に関連する知的財産
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特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

アグリ・バイオ

獣医学群 / 獣医学類 / 生産動物外科学ユニット

顔写真
 ● 研究の概要

牛の外科処置における、動物福祉と生産性の観点から理想的な処置方法を模索する
ことを目的とする。乳牛の第四胃変位整復術式における最低限の手術侵襲、牛蹄病
の発生状況の調査と疾病発生予防対策などを現在は行っている。

佐藤　綾乃 [ Ayano Sato ]    助教   [  博士（獣医学）  ]

牛外科処置の疼痛管理と生産性への影響の研究

 ● 研究の内容・特徴
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 ● 研究の内容・特徴

ライフサイエンス

獣医学領域における体調管理に関する研究
－ 栄養管理、体調改善、感染予防から麻酔、疼痛管理、集中治療管理まで －

獣医学群 / 獣医保健看護学類 / 動物集中管理研究室

顔写真
 ● 研究の概要

犬、猫をはじめとして、すべての動物を対象に疾病予防及び治療のために必要な
様々な「体調管理」についての研究を行います。特に疾病の予防のための検査や治
療のための手術に必要となる「全身麻酔」が体に及ぼす影響を最小限とするための研
究を実施します。

佐野　忠士 [ Tadashi Sano ]    准教授   [  博士（獣医学）  ]
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 ● 本研究に関連する知的財産

発明の名称 ： 
特 許 番 号 ： 

 ● 研究室のホームページ

 

・犬猫の循環評価と管理 共同研究としては、薬学分野ならびに栄養学分野における犬・猫の臨
床データ収集が非常に有用性高く実施可能です。また測定・評価と
いった基礎的データの収集も可能であるため、基礎から応用、臨床と
幅広い範囲でのデータ収集が行えます。

・犬猫の呼吸管理
・獣医学領域における栄養管理
・酸化ストレスと抗酸化力の評価
・
・

 ● 用途・応用例  ● アピールポイント

本研究では、獣医学領域において必須である検査・治療における「全身麻酔」による体への影響を最小限とし、早期の
回復を導くための臨床データの収集、実症例への還元を目的としています。これまでの研究では、主に手術中のみの
データであったのに対し「周術期管理」という観点から、疾病動物全般の体調管理をその管理の目的としている点が、
非常に独自性の高い物となっています。
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三愛主義
　本学の建学の精神は、「神を愛し、人を愛し、土を愛
す」という三愛主義です。神を愛するとは、真理を求め
て最善を尽くす努力をなすこと、社会に貢献すること。
人を愛するとは、互いの違いを受け入れて理解し合う
こと。そして大地を大切にし、健康に育てることが愛土
であり、愛土から生まれる健土が健康な食物を生産し、
それを食して健民が育ちます。本学は人間教育の柱と
して三愛主義を掲げています。

健土健民
　黒澤酉蔵が「健土健民」を説いたのは、今から80年以
上も前のことで、足尾の鉱毒と闘った田中正造の訓え
が源です。健やかな土から産み出される健やかな食物
によって、健やかな生命が育まれるとする「健土健民」
の理念は、人材育成の柱として本学園に脈々と受け継
がれてきました。
　人の生命を育む食と、土や水に代表される環境とは
密接にかかわります。「健土健民」は、世界が直面してい
る課題に立ち向かうための、最も重要なキーワードと
いえるでしょう。



天　Climate

地　Land

気　　　候 　Seasonal variation
風　　　土 　Loam
温　　　度 　Temperature
雨　　　露 　Rain ＆ dew
日　　　照 　Light intensity

化　学　肥　料
Chemical fertilizer

堆　廐　肥　尿
Manure

乳　Milk
肉　Meat
卵　Eggs

人（
農
家
）Farmer

購 入 飼 料
Purchased

feed

機　　械　　力
Agricultural machine

経　営　管　理
Administration

土　地　改　良
Capital investment
          in land

　技　　　　　術
 （耕種肥培輪作等）
　Agricultural skill 牧　　　　草

Pasture

食  糧  作  物
Cash crop

飼  料  作  物
Fodder
家畜ビート
Fodder beet
甜            菜
Sugar beet

パ　ル　プ
Beet pulp

飼　養　管　理　等
Breeding ＆
      administration

家畜　Cattle
乳　牛
肉　牛
豚
鶏

Cows
Steers
Pigs
Chickens

甜　菜　糖
Sugar from beets

循 環 農 法 図

出典：黒澤酉蔵　著
　　　「北海道を乳と蜜の流るる里に
　　　　　＝寒地農業の確立へ＝」（Ｐ９より）



学びが生きる。

生きるを学ぶ。

お問合せ先

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

酪農学園大学　学務部　研究支援課
〒069−8501　北海道江別市文京台緑町582番地

℡：011−388−4130 or 011−388−4133
E-mail：rg-gakuj@rakuno.ac.jp 

発行日：2020年10月1日

　酪農学園大学は、2014年度（公財）
日本高等教育評価機構による大学機関
別認証評価において大学評価基準に適
合していると認定されました。


